
安
倍
の
暴
走
を
止
め
る
革
新
懇
の
役
割
は
大

革
新
・
岡
崎
の
会
第
１
７
回
総
会

６
月
の
９
の
日
宣
伝

１
０
日
（火
）１
１
時
～

ピ
ア
ゴ
・上
和
田
店
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 石田邦芳 （事務局長)
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川口三七雄（会計監査）
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 佐々木祐恵
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手塚文夫
中根友治 （事務局員）
中根陽子
野村典子 （事務局員）
福田秀俊 （事務局員）
三輪勝一
 村瀬 勉
山口豊  （事務局員）
山田弘  （事務局員）
山本克夫
山本健治
吉田登
 若山春史  (事務局員) 

秘
密
保
護
法
の
危
険
性

昨
年
か
ら
、
９
条
改
悪
、
９
６

条
改
悪
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
集

団
自
衛
権
容
認
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
，
原
発
再
稼
働
、
消
費
税
増
税

と
い
う
危
機
が
迫
っ
て
い
る
と

訴
え
て
き
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
、
消
費
税
増
税
を

現
実
に
強
行
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

公
約
違
反
を
ご
ま
か
し
た
重
要

品
目
で
の
関
税
引
き
下
げ
交
渉

な
ど
、
国
の
形
を
変
え
て
し
ま
う

国
民
犠
牲
の
政
策
を
強
行
し
て

い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
や
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
こ
と
ご
と
く
世
論

の
大
半
の
支
持
を
得
て
い
ま
せ

ん
。
集
団
自
衛
権
の
解
釈
改
憲
に

端
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
代

表
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、
国
民
の

意
思
と
は
関
係
な
く
、
何
を
し
て

も
よ
い
と
い
う
フ
ァ
シ
ズ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。
民
主
主
義
の
危

機
で
あ
る
と
言
っ
て
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

平
和
憲
法
を
守
る
、
秘
密
保
護

法
反
対
、
脱
原
発
、
消
費
税
増
税

反
対
、
被
災
者
本
意
の
震
災
復
興

の
実
現
、
雇
用
と
賃
金
を
増
や
し

デ
フ
レ
を
脱
却
、
福
祉
の
充
実
、

こ
れ
ら
の
ま
っ
と
う
な
政
策
は
、

国
民
の
過
半
数
を
超
え
た
声
で

す
。革

新
懇
は
、
こ
の
声
を
実
現
す

る
草
の
根
の
運
動
で
す
。
国
民
と

と
も
に
、
立
ち
上
が
り
、
そ
の
原

動
力
と
な
る
決
意
で
す
。
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

荒
川
和
美
代
表
世
話
人

５
月
１
１
日
（
日
）
、
革
新
・

岡
崎
の
会
の
第
１
７
回
総
会
が
、

岡
崎
弁
護
士
会
館
に
て
、
２
０
名

の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

第
１
部
は
、
特
定
秘
密
保
護
法

が
強
行
成
立
さ
れ
た
状
況
で
、
学

習
会
と
し
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
「
レ
ー
ン
・
宮
沢
事
件

“
も
う
ひ
と
つ
の
１
２
月
８

日
”
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
ス
パ

イ
、
非
国
民
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
、
戦
後
も
そ
の
汚
名
を
晴
ら
す

こ
と
が
で
き
ず
ひ
っ
そ
り
と
暮

ら
し
て
い
る
人
々
が
い
る
実
態

を
紹
介
し
、
戦
前
の
軍
機
保
護
法

の
恐
ろ
し
さ
と
特
定
秘
密
保
護

法
の
危
険
性
を
暴
い
て
い
ま
す
。

第
２
部
の
総
会
は
代
表
世
話

人
の
荒
川
和
美
さ
ん
の
次
の
よ

う
な
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
映
画
が
作
ら
れ
た
１
９

９
３
年
は
、
秘
密
保
護
法
を
通
さ

せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
２
１
年

た
っ
た
今
日
、
国
民
の
反
対
運
動

の
中
で
安
倍
内
閣
は
特
定
秘
密

保
護
法
を
強
行
採
決
し
た
。
小
選

挙
区
制
、
労
働
組
合
の
弱
体
化
、

国
民
分
断
政
策
な
ど
、
支
配
の
巧

妙
化
が
あ
る
。
今
ま
さ
に
、
平
和

と
民
主
主
義
が
危
険
な
状
態
と

革
新
・
岡
崎
�
会
�
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密
保
護
法
、消
費
税
増
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、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
、
原
発
、

安
倍
の
施
策
は
国
民
の
支
持
が
な
い
！

集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
改
憲
反
対
の
草
の
根
を
の
運
動
を



日
本
が
攻
撃
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
だ

中
国
の
有
り
様
を
見
た
ら
必
要
で
は

岡
崎
で
の
一
点
共
闘
は

な
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
、
国
民
、

市
民
が
立
ち
上
が
り
、
安
倍
の
暴

走
を
止
め
る
力
が
必
要
だ
。
そ
の

た
め
の
革
新
懇
の
役
割
は
大
き

い
。石

田
事
務
局
長
の
経
過
報
告
、

活
動
方
針
案
の
提
案
、
野
村
会
計

の
会
計
報
告
、
予
算
案
の
提
案
、

木
俣
会
計
監
査
の
監
査
報
告
の

あ
と
、
討
論
が
行
わ
れ
、
積
極
的

な
意
見
、
提
案
が
１
０
名
か
ら
さ

れ
ま
し
た
。

安
保
法
制
懇
の
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
の
報
告
書
提
出
の

動
き
な
ど
、
安
倍
内
閣
へ
の
抗
議

や
地
元
国
会
議
員
事
務
所
へ
の

要
請
な
ど
行
お
う
。

北
海
道
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
福
島
の
原

発
、
沖
縄
の
新
基
地
建
設
と
、
一

点
共
闘
で
オ
ー
ル
県
ぐ
る
み
の

反
対
運
動
が
進
ん
で
い
る
。
岡
崎

の
一
点
共
闘
は
、
矢
作
地
区
の
ま

ち
バ
ス
要
求
。
矢
作
地
区
の
市
会

議
員
全
員
に
紹
介
議
員
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
運
動
が
必

要
。

新
聞
を
見
る
た
び
に
安
倍
の

暴
走
に
腹
が
立
つ
。
暴
走
を
止
め
、

対
案
を
国
民
に
伝
え
る
に
は
も

っ
と
仲
間
が
必
要
。

さ
よ
な
ら
原
発
！
１
１
行
動

in

岡
崎
行
動
も
１
７
回
を
数
え

た
。
参
加
者
の
多
寡
で
は
な
く
、

継
続
が
大
切
で
。
だ
か
ら
、
い
つ

も
同
じ
や
り
方
で
は
な
く
、
企
画

を
考
え
よ
う
。

討
論
の
ま
と
め
と
合
わ
せ
て
、

報
告
と
提
案
は
採
択
さ
れ
ま
し

た
。そ

し
て
、
荒
川
和
美
代
表
世
話

人
、
石
田
邦
芳
事
務
局
長
は
始
め

２
４
名
の
役
員
は
全
員
留
任
の

提
案
が
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

者
も
み
え
ま
し
た
。

石
田
邦
芳
事
務
局
長

安
保
法
制
懇
（
安
全
保
障
の
法

的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談

会
）
が
、
戦
後
一
貫
し
て
認
め
て
こ

な
か
っ
た
集
団
的
自
衛
権
行
使
の

憲
法
解
釈
の
変
更
に
向
け
た
報
告

書
を
提
出
し
ま
す
。
そ
れ
に
抗
議

す
る
宣
伝
署
名
行
動
を
、
５
月
１

３
日
夕
方
、
東
岡
崎
駅
前
で
７
人

で
行
い
、
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
は

平
和
憲
法
の
破
壊
で
す
。
憲
法
を

守
り
、
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
請
願
署
名
が
７
筆
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

６
０
代
の
男
性
と
議
論
に
な
り

ま
し
た
。
彼
は
「
日
本
が
攻
撃
さ
れ

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
。
独
立
国
と

し
て
自
衛
権
が
あ
る
ん
だ
か
ら
。

中
国
が
尖
閣
諸
島
で
や
っ
て
い
る
こ

と
を
見
よ
」
と
言
う
の
で
す
。
「
私

は
賛
成
だ
か
ら
署
名
し
な
い
」
と
言

う
２
０
代
の
青
年
も
「
日
本
が
攻
め

ら
れ
た
」と
い
う
の
で
す
。

本
当
に
中
国
が
尖
閣
諸
島
や
南

シ
ナ
海
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
わ

が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

は
厳
し
い
」
と
言
う
安
倍
首
相
な

ど
の
後
押
し
で
、
「
安
倍
の
応
援

団
」と
言
え
る
行
動
で
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
安
倍
首
相
の
よ

う
に
「
力
に
は
力
で
対
抗
」
す
る
冷

戦
期
の
発
想
で
は
中
国
と
同
じ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
同
盟
国
米
国

も
中
国
を
警
戒
し
つ
つ
平
和
的
外

交
的
な
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
力
に
よ
る
現
状
変
更
は
認
め
な

い
」
と
し
て
、
平
和
的
外
交
的
な
解

決
を
両
者
に
求
め
る
こ
と
で
す
。

集
団
的
自
衛
権
と
は
日
本
が
攻

撃
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
密
接
な

同
盟
関
係
に
あ
る
国
（
同
盟
国
）
に

対
す
る
攻
撃
を
、
日
本
へ
の
攻
撃
と

み
な
し
て
同
盟
国
を
攻
撃
し
た
国

を
攻
撃
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
毎
日
流
さ
れ
る

中
国
の
報
道
の
影
響
は
大
き
い
も

の
す
。
二
人
の
方
は
「
日
本
が
攻
撃

さ
れ
た
ら
」
と
安
倍
首
相
と
同
じ

情
勢
認
識
に
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

認
識
は

別
と
し

て
、
こ
れ

ま

で
の

政
府
の

憲
法
解

釈
で
自
衛
隊
の
存
在
根
拠
と
な
る

個
別
的
自
衛
権
で
対
処
で
き
る
こ

と
で
す
。
日
本
の
施
政
下
に
あ
る

尖
閣
も
個
別
的
自
衛
権
で
対
処
で

き
ま
す
。

尖
閣
を
め
ぐ
る
紛
争
を
戦
争
に

ま
で
さ
せ
な
い
こ
と
こ
そ
外
交
で
す
。

し
か
し
、
安
倍
内
閣
は
、
「
常
に
門

戸
は
開
か
れ
て
い
る
」
と
言
い
つ
つ
、

「
領
土
紛
争
が
あ
る
」
と
し
て
い
ま

せ
ん
か
ら
、
話
し
合
う
根
拠
が
あ

り
ま
せ
ん
。
対
立
を
煽
っ
て
集
団
的

自
衛
権
行
使
を
容
認
し
、
日
米
同

盟
を
強
化
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
か

ら
話
し
合
う
気
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
自
衛
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
「
日

本
が
攻
撃
さ
れ
た
ら
」
と
す
る
人

た
ち
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
み
え

る
と
い
う
こ
と
、
も
っ
と
も
っ
と
知

ら
せ
な
け
れ
ば
と
考
え
た
宣
伝
行

動
で
し
た
。世

話
人
・福
田
秀
俊

八田ひろ子さんも岡崎に活動の

拠点を移し革新・岡崎の会に加入


